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常
任
委
員
会
で
先
進
地
を

視
察
研
修
し
ま
し
た

第
５
回 

議
会
報
告
会
を

実
施
し
ま
し
た

　
令
和
８
年
２
月
７
日
（
土
）
幸

手
市
役
所
第
二
庁
舎
に
お
い
て
、

第
５
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、

17
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案

な
ど
を
、
総
務
・
文
教
厚
生
・
建

設
経
済
常
任
委
員
会
の
各
委
員
長

が
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
広
聴
会

を
実
施
し
、
様
々
な
ご
質
問
や
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市議会活動報告市議会活動報告

議
会
運
営
委
員
会
で
先
進

地
を
視
察
研
修
し
ま
し
た

　
令
和
８
年
１
月
8
日
（
木
）・
９

日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

議
会
に
お
け
る
防
災
時
の
指
針
等
の

作
成
状
況
及
び
お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
そ
な
え
館
に
つ
い
て
、
新
潟

県
小
千
谷
市
議
会
を
視
察
研
修
し

ま
し
た
。
平
成
16
年
10
月
23
日
の
中

越
地
震
で
は
、
議
会
と
し
て
応
急
処

置
を
行
い
、
震
災
復
興
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
31
年

に
は
小
千
谷
市
議
会
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、
災
害
対
策
要
綱
並

び
に
大
規
模
災
害
発
生
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
制
定
し
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
１
月
14
日
（
水
）
～

16
日
（
金
）
岡
山
県
総
社
市
「
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
」・
岡
山
県
総

社
市
「
小
中
学
校
英
語
科
目
の
学

力
向
上
取
組
事
例
」・
岡
山
県
玉

野
市「
道
の
駅
の
建
設
か
ら
運
営
」

市
議
会
で
は
、
３
つ
の
常
任
委
員

会
（
総
務
・
文
教
厚
生
・
建
設
経

済
）
が
合
同
で
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
当
市
に
お
け

る
、
新
庁
舎
建
設
、
英
語
教
育
、

道
の
駅
構
想
の
視
察
内
容
を
精
査

し
、
研
究
し
て
幸
手
市
に
見
合
っ

た
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

所
管
事
務
調
査
を
お
こ
な

い
ま
し
た

　
令
和
８
年
１
月
30
日
（
金
）
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
所
管

に
対
す
る
事
務
に
関
す
る
理
解
を

深
め
、
今
後
の
参
考
と
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
幸
手
市
立
東
小
中
学
校

開
校
に
向
け
た
準
備
状
況
に
つ
い

て
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
市
役
所
第
１
委
員
会
室
に
て
、

教
育
総
務
課
長
よ
り
、
調
査
事
項

に
つ
い
て
事
前
説
明
を
受
け
、
そ
の

後
現
地
調
査
、
帰
庁
後
質
疑
応
答

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
の
委
員

会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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令和８年度予算の状況令和８年度予算の状況

令和８年度  令和８年度  幸手市一般会計予算幸手市一般会計予算

203億1,000万円 前年度比
5.3％増 ））

令和８年
　３月定例会

　
3
月
定
例
議
会
は
2
月
18
日
か
ら
3
月
17
日
ま
で
の
28
日
間
で
開
催

■
市
長
提
出
議
案
24
件
全
て
が
可
決
と
な
り
ま
し
た

■
議
案
15
号
　
令
和
8
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
予
算

・
・
・
・
・
・

可
決

■
議
案
16
～
22
号
　
令
和
８
年
度
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

・・・

可
決

■
（
会
議
案
第
１
号
）
幸
手
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

可
決

●市制施行40周年記念式典の開催（市制施行40周年事業）	 2,590千円
●ペットボトルキャップによる記念品作成	 869千円
●省エネ設備による温室効果ガス排出量の削減を実施	 1,000千円
●市制施行40周年記念給食の実施（学校給食関係事業）	 250千円
●循環バスの運行やAIデマンド交通の運行を実施	 59,499千円
●未就学児童１人に年間２万円分のデジタル商品券	 32,640千円
●令和８年度から市内小・中学校の給食費を無償化	 413,060千円

　令和８年度

特別会計・企業会計予算

会　計　名　（単位：千円） 予　算　額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5,403,567

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,132,367

介 護 保 険 特 別 会 計 4,632184

幸手駅西口土地区画整理事業特別会計 364,765

水 道 事 業 会 計	（支出合計） 2,085,693

公共下水道事業会計	（支出合計） 1,755,204

農業集落排水事業会計	（支出合計） 54,805

歳出性質別 （単位：千円）

区分 予算額 前年比

義務的経費
51.0%

人 件 費 3,669,981 100.9％
扶 助 費 5,292,354 110.5％
公 債 費 1,397,011 103.8％

投資的経費
5.8％ 普通建設事業費 1,178,670 87.0％

その他経費
43%

物 件 費 3,982,208 108.6％
維 持 補 修 費 79,651 60.2％
補 助 費 等 2,341,841 110.8％
繰 出 金 2,119,376 101.6％
積 立 金 187,408 179.6％
貸 付 金 31,500 100.0％
予 備 費 30,000 100.0％

合　　計 20,310,000 105.3％

200

150

100

50

0

その他の依存財源
　9.0％　前比 102.4％

市債
　3.1％　前比 66.2％

国県支出金
　26.5％　前比 119.9％

地方交付税
　15.1％　前比 100.3％

その他自主財源
　11.0％　前比 114.1％

市税
　35.3％　前比 101.8％

200

150

100

50

0 民生費 福祉など
43.5％ 前比 111.2％

土木費 工事など
7.2％ 前比 89.5％

教育費 学校や学習
11.0％ 前比 114.6％

総務費 組織管理
11.8％ 前比 90.0％

公債費 返済費
　6.9％ 前比 103.8％

衛生費 市の衛生
　10.0％ 前比 101.7％

その他 議会費・農林水産費・労働費
　9.6％　前比 111.5％

歳 入

歳 出

（億円）

（億円）

令和７年度令和８年度

令和７年度令和８年度

主
な
新
た
な
施
策

※�企業会計予算詳細は、市広報４月号
４ページにてご確認ください。
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令
和
８
年
３
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

（
議
案
第
９
号
）

（
議
案
第
９
号
）

令
和
７
年
度
幸
手
市

令
和
７
年
度
幸
手
市

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
（
第
1111
号
）
号
）

可　決

質
　
疑

　
土
木
費
、
上
船
渡
橋
架
替
事
業
負

担
金
３
４
０
０
万
円
減
額
と
な
り
、

国
の
補
正
予
算
分
５
４
０
０
万
増
額

と
な
っ
て
い
る
。
権
現
堂
桜
堤
周
辺

と
対
岸
を
結
ぶ
重
要
橋
梁
で
あ
り
、

今
回
の
事
業
費
増
額
に
よ
り
、
歩
道

設
置
を
含
む
歩
行
者
安
全
対
策
整
備

が
可
能
と
な
る
か
。

答
　
弁

　
新
た
に
架
け
替
え
る
橋
梁
の
幅
員

が
現
況
よ
り
拡
幅
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
じ
る
負
担
金
で
あ
る
。
国
の
交
付

金
活
用
に
て
埼
玉
県
に
支
出
し
て
い

る
減
額
分
は
国
の
交
付
金
内
示
額
に

合
わ
せ
て
令
和
７
年
度
の
県
へ
の
負

担
金
を
減
額
す
る
補
正
で
す
。
国
補

正
分
は
令
和
８
年
度
に
県
が
執
行
す

る
工
事
用
桟
橋
工
上
部
工
撤
去
費
の

負
担
金
と
し
て
計
上
し
た
、
歩
道
設

置
を
含
む
安
全
対
策
工
事
整
備
に
要

す
る
費
用
増
額
で
は
な
い
。

（
議
案
第

（
議
案
第
1515
号
）
号
）

令
和
８
年
度
一
般

令
和
８
年
度
一
般

会
計
予
算

会
計
予
算

可  決

質
　
疑

　
空
き
家
等
除
却
補
助
金
３
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
想
定
件
数
、

１
件
当
た
り
の
補
助
上
限
額
、
適
用

要
件
は
。

答
　
弁

　
令
和
８
年
度
は
10
件
の
申
請
見
込

み
。
１
件
当
た
り
補
助
額
は
、
除
却

費
用
の
２
分
の
１
と
し
30
万
円
が
上

限
で
す
。
要
件
は
空
き
家
等
個
人
所

有
し
て
い
る
方
。
対
象
空
き
家
は
市

内
に
あ
る
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
、
住
宅
用
に
供
さ

れ
お
お
む
ね
１
年
以
上
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

質
　
疑

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
指
定
管
理

制
度
を
導
入
し
１
年
が
経
過
す
る
が
、

利
用
者
の
満
足
度
や
問
題
・
課
題
は
。

答
　
弁

　
指
定
管
理
者
の
運
営
状
況
は
毎
年

１
月
提
出
の
報
告
書
内
容
確
認
、
毎

月
１
回
、
管
理
者
と
市
担
当
者
に
よ

る
定
例
会
の
開
催
、
そ
の
実
施
状
況

把
握
に
努
め
て
い
る
。
令
和
７
年
９

月
に
市
・
保
護
者
・
指
定
管
理
者
の

３
者
意
見
交
換
の
場
を
設
け
保
護
者

か
ら
の
意
見
要
望
に
つ
い
て
適
宜
ク

ラ
ブ
運
営
に
反
映
し
て
い
る
。
現
在

全
て
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
て
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
３
月

下
旬
に
は
結
果
を
指
定
管
理
者
か
ら

受
け
る
予
定
。
日
常
的
な
運
営
状
況

の
確
認
や
保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
意

見
を
通
じ
た
把
握
の
中
で
は
、
現
時

点
に
お
い
て
管
理
者
運
営
に
関
し
大

き
な
問
題
や
課
題
点
は
生
じ
て
い
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
利
用
者
の

満
足
度
や
意
見
を
丁
寧
に
把
握
し
、

来
年
度
以
降
の
運
営
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。

質
　
疑

　
幸
手
小
学
校
・
西
中
学
校
体
育
館

の
空
調
設
備
設
計
業
務
の
内
容
は
。

答
　
弁

　
幸
手
小
・
西
中
体
育
館
に
空
調
設

備
を
設
置
す
る
工
事
設
計
業
務
委
託

で
す
。
内
容
は
空
調
設
備
工
事
と
そ

れ
に
伴
う
断
熱
改
修
の
ほ
か
体
育
館

屋
根
の
雨
漏
り
対
策
や
床
の
さ
さ
く

れ
等
に
対
す
る
安
全
性
を
確
保
す
る

工
事
の
設
計
委
託
で
す
。

質
　
疑

　
歳
入
の
自
主
財
源
の
う
ち
市
税
以

外
、
そ
の
他
自
主
財
源
が
増
え
て
い

る
理
由
は
。

答
　
弁

　
第
17
款
寄
付
金
が
１
億
２
８
５
０

万
円
第
18
款
繰
入
金
が
１
億
３
７
４

６
万
６
千
円
増
加
。

質
　
疑

　
歳
出
総
務
費
が
前
年
度
よ
り
約
２

億
６
８
０
０
万
円
の
減
額
理
由
は
。

答
　
弁

　
自
治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
要
す

る
経
費
が
減
額
、
令
和
７
年
度
実
施

の
国
勢
調
査
に
要
す
る
経
費
減
額
。

質
　
疑

　
民
生
費
が
前
年
度
よ
り
約
８
億
８

８
０
０
万
円
の
増
額
理
由
は
。

答
　
弁

　
介
護
訓
練
等
給
付
費
、
障
が
い
児

通
所
給
付
費
の
扶
助
費
が
大
幅
に
増

加
や
生
活
保
護
費
の
増
加
に
よ
る
。

質
　
疑

　
商
工
費
が
前
年
度
よ
り
約
２
億
４

２
０
０
万
円
増
額
理
由
は
。

本会議質疑及び討論本会議質疑及び討論
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本会議質疑及び討論本会議質疑及び討論

答
　
弁

　
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ー
ル
券
発
行
事
業
予

算
化
に
よ
り
大
幅
増
額
と
な
る
。

賛
成
討
論

宮
澤
　
大
地

　
本
予
算
は
市
民
生
活
を
支
え
る
も

の
で
す
。
給
食
費
無
償
化
は
子
育
て

世
帯
に
は
大
き
な
支
え
に
な
り
ま

す
。
一
方
で
基
金
は
十
分
と
は
言
え

ず
持
続
性
あ
る
財
政
運
営
が
課
題
で

す
。
体
育
館
空
調
工
事
の
前
倒
し
を

評
価
し
、
確
実
な
実
行
を
求
め
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
は
負
担
を
抑
え
市
民
の

納
得
が
不
可
欠
で
す

賛
成
討
論

小
泉
　
圭
司

　
子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

を
前
進
さ
せ
る
給
食
費
無
償
化
は
重

要
な
政
策
で
あ
り
高
く
評
価
す
る
。

未
納
に
よ
る
不
安
解
消
や
子
育
て
環

境
の
魅
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
。
一

方
で
公
共
交
通
や
通
学
環
境
な
ど
の

課
題
も
踏
ま
え
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
丁

寧
に
向
き
合
う
行
政
運
営
を
求
め
、

本
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

芦
葉
　
弘
志

　
市
内
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
無

償
化
を
始
め
、
防
災
・
福
祉
・
子
育
て
・

教
育
・
環
境
・
地
域
活
性
化
等
の
施
策

を
評
価
し
ま
す
。
市
民
生
活
向
上
と
持

続
的
発
展
に
期
待
し
、
適
正
執
行
と

柔
軟
対
応
を
求
め
ま
す
。
本
予
算
は

公
明
党
の
要
望
内
容
を
多
数
反
映
し

て
い
る
も
の
と
評
価
を
い
た
し
ま
す
。

賛
成
討
論

大
平
　
泰
二

　「
小
中
学
校
の
給
食
費
完
全
無
償

化
」
に
１
億
７
８
３
７
万
５
千
円
が

提
案
さ
れ
た
事
を
評
価
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
前
回
の
地
方
選
挙
で
、
私

ど
も
が
選
挙
公
約
と
し
て
無
償
化
を

掲
げ
ま
し
た
。
ま
た
市
民
の
方
々
か

ら
「
完
全
無
償
化
実
施
の
請
願
」
が

出
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ
を
否
決
し
ま

し
た
。
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可　決

本
田
　
謡
子 

反
対
討
論

　
前
年
度
政
務
活
動
費
の
平
均
は
約

13
万
円
。
な
ぜ
12
万
円
を
３
倍
の
36

万
円
に
す
る
の
か
根
拠
が
見
当
た
ら

な
い
。
上
昇
分
３
６
０
万
円
は
紛
れ

も
な
い
「
市
民
の
血
税
」
で
す
。
高

騰
し
て
い
る
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
市
民
の
身
近
な
民
生
や
福
祉
、

教
育
に
使
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
反
対

し
ま
す
。

賛
成
討
論

宮
澤
　
大
地

　
政
務
活
動
費
は
市
民
の
声
を
基
に

調
査
し
、
政
策
へ
つ
な
げ
る
た
め
の

経
費
で
す
。
現
行
額
で
は
研
修
等
に

十
分
対
応
で
き
な
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
上
限
引
上
げ
は
若
い
世
代
の
参

画
を
後
押
し
し
、
多
様
な
人
材
に
よ

る
議
会
の
質
向
上
に
繋
が
る
も
の
で

す
。
そ
の
成
果
が
市
民
に
還
元
さ
れ

る
と
考
え
ま
す
。

大
平
　
泰
二 

反
対
討
論

　
議
運
の
委
員
長
が
「
全
会
一
致
」

と
言
う
申
し
合
わ
せ
事
項
を
守
ら

ず
、
十
分
な
議
論
も
無
く
、
政
務
活

動
費
を
現
行
の
3
倍
の
36
万
円
に
引

き
上
げ
る
案
を
提
示
し
、
一
方
的
に

議
案
を
提
出
し
た
こ
と
は
非
常
に
残

念
で
す
。
値
上
げ
分
、
３
６
０
万
円

を
予
算
の
な
い
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

に
回
す
べ
き
で
す
。

賛
成
討
論

小
泉
　
圭
司

　
政
務
活
動
費
は
調
査
研
究
と
市
民

へ
の
情
報
提
供
の
た
め
の
経
費
で

す
。
本
市
の
月
額
１
万
円
で
は
十
分

と
は
言
い
難
く
、
調
査
研
究
や
情
報

発
信
の
充
実
を
図
る
上
で
限
り
が
あ

り
ま
す
。
調
査
研
究
と
情
報
発
信
の

充
実
を
図
る
た
め
、
月
額
３
万
円
へ

の
見
直
し
は
必
要
と
考
え
、
本
議
案

に
賛
成
し
ま
す
。

枝
久
保
　
喜
八
郎 

反
対
討
論

　
議
員
活
動
の
変
更
は
議
会
改
革
検

討
委
員
会
に
諮
る
慣
わ
し
を
無
視
。

　
ま
た
、
今
度
い
つ
増
額
出
来
る
か

わ
か
ら
な
い
か
ら
一
気
に
3
倍
に
と

い
う
思
考
は
、
市
民
の
血
税
と
い
う

観
点
か
ら
問
題
で
、
合
理
化
・
効
率

化
に
期
待
す
る
と
し
た
監
査
委
員
の

決
算
審
査
総
括
に
逆
行
す
る
こ
と
か

ら
当
議
案
は
不
適
切
で
あ
る
。

賛
成
討
論

四
本
　
奈
緒
美

　
本
議
案
は
、
会
派
代
表
者
会
議
、

議
員
全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員

会
で
の
慎
重
な
協
議
を
経
て
提
出
さ

れ
、
更
に
付
託
先
の
総
務
常
任
委
員

会
に
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
23
年
間
据
え
置
か
れ
た
政
務
活
動

費
の
増
額
は
、
後
進
議
員
の
た
め
の

議
会
改
革
と
し
て
も
当
然
で
あ
り
賛

成
と
致
し
ま
す
。




